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愛知縣山口附近蛙目粘土調査概報
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　　Geologic　sur▽ey　with　core　drilling　re一，

一　search　was　ca．rried　outin　the『Yam3guchi

　d1str茎ct，obtainlng　the　results　as　fo110ws：

　　（1）　丁豊e1段rgest　part　of　ore　resource

　　　hasbeenexp1・ited・ut，remainingal
　　　sI皿all　fractio豆of　resource　along　the

　　　margin段l　part　of　day　bearing　depo－

　　　sitioni珍besiね．

　　（2）Thelateralv＆riatio且’・fclayin
　　　thickness　＆nd　ch＆r＆cter　is　rem訊rkεピー

　　　ble．

　　（3）　Thickness　of　clay　proved　in・a．

　　　bored　hole　is段bout6m．

　　（4）The　ore　reserve　is　estimated・as

　　　about11，000t，with　the　adjacent　area

　　　h象ving　the　equ＆1reserve・　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書　　愛蜘県愛知郡幡山村山口の蛙目粘土は1：75，000

　足助図幅に於て上部鮮新期とされてV・る累暦中の一

　部宅，一般に厚V・礫冒に被われてV・る。明かに水成

　洗澱物で，附近にこの上部暦と思われる木節粘土を

嚢灘灘灘稀二灘l！
　同の壼地であつたが，その主要部分を探掘し終つて　・．

　休業後十数年になる。今回日本碍子株式会蹴使用の
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原土供給の目的で事業再開が計画されていたが，その蛙

目粘土の残存鉱量を計算するために地質調査及び試錐を

行つた。

　その結果次の事が明かにされた。

（1）鉱床の主要部は殆んど探掘し誰され，残存部は粘

土暦め堆積した盆地の縁辺部であつて，質の水準的変

イヒが甚しV・。

（2）　ボーリングのNo1，No・2の線から北方へ向つて

は］N「o。4，No．5，Norに見る通り急に礫暦が厚くなり，

第1図幡山村山口附近地形及地質図

基盤花崩岩の位置も亦深くなる。これが何を意味する

かは今回の局限された少数の試錐資料からは到断し難

いけれども，一応断履の存在叉は礫暦の下の侵蝕面に

急な谷の存在などが考えられる。

（3〉ボ［リングに依て蛙目粘土暦の存在が確められた

のはNoユだけでその厚さは6mである。そして從來

畳元鉱床部
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の調査（工業原料鉱物調査報告第11号）の結果と今回

施行した7本中ボーリ酵グの結果と々・ら綜合判断する

　と，蛙目粘土暦の確実な存在範囲としてはNo・1・から

南へ，5Pm凍へ25m・西へ12・5m・鞠庫3m鱗る・

（4）推定残存鉱量としては粘土の比重を2とすると，

σ

ボーリング施行範囲…　　　…11，000t

南側地区（面積1875弔方血）・一11，000t，

愈

　　　　計　　　．　　22・00偉
　以上の他に蛙目粘土層の上下に存在する稽々砂質な

粘土が碍子用原土として使用可能とすればジこの平均

厚を3mと見るとき，この部分の推定鉱量は同じく

22，000tであそ5。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和23年）

　　　　　　　　’即ち残存鉱量は健少であつて・蛙目粘土のみ

　　　　　　　．を目標として初期の計画（月原土処理1，000t〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　　による水簸工場の拡張を実施するこどは不適．

　　　　　　　　鞭ある諾に縄実施するなら騨搬か
　　　　　　　　便よV・比較的近い他の場所からも蛙目粘土の

　　　　　　　　供給を得られる箇所を選定することが望まし一

　　　　　　　　v、o

　　　　　　　　　ボ’一リングNoユのコ［アからの試料に

　　　　　　　　ついて日本碍子株式会杜の試瞼室で行つた試

　　　　　　　　験成績は弐の通りであるo

　　　　　　　　　この調査は窯業原料協議会との共同事業め

　　　　　　　　一部であつて名古屋市共立窯業原料株式会肚

　　　　　　　　の依頼によるものである。期彰測量ほ昭和22

　　　　　　　　年9月101ヨから同9月20月i迄当・所雇小川清に

　　　　　　　　よつて実施され・，地表地質調査は地形測量と

　　　　　　　　・雫行して実施した。地表調査の結果同11月初，

　　　　　　　　旬からボーリング10本（予定深摩30m）の予

　　　　　　　　定で作業に取かかつたが，その結果が上記の・

　　　　　　　　『如く．好ましくなかつたので7本を以て打切と

　　　　　　　　・した。ポーツングには本所小池正八按官他13

圃新鮮花嵐岩名が担垂し慮営で行つえ。（昭和22年9月調査）

幡山村山 口の試錐井地質柱駅断面F図
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